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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 10,921 △7.9 509 △32.1 567 △24.5 216 △38.2

2022年３月期第３四半期 11,859 － 750 △60.8 751 △63.3 350 △75.4

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 161百万円（△70.6％） 2022年３月期第３四半期 549百万円（△62.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 19.46 18.95

2022年３月期第３四半期 31.51 28.71

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 26,327 9,780 36.5

2022年３月期 25,086 9,650 37.4

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 9,604百万円 2022年３月期 9,383百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00 －

2023年３月期（予想） － －

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年

３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、売上高の対前年同四半期増減率は記載して

おりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

（注）2023年３月期の期末配当金は未定であります。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

2023年３月期の連結業績予想につきましては、現時点で合理的な業績予想の算定ができないことから記載しておりま

せん。なお、当該理由などは、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 12,957,600株 2022年３月期 12,957,600株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 1,835,182株 2022年３月期 1,835,121株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 11,122,461株 2022年３月期３Ｑ 11,122,479株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 8

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 8

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 8

○添付資料の目次

- 1 -

クルーズ株式会社(2138)　2023年３月期　第３四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社は「20XX年までに時価総額１兆円以上」という超長期的目標を掲げ、2018年５月10日をもって全ての事業を

子会社化し、純粋持株会社となりグループ経営へと移行しております。この超長期的目標を最速で実現するべく、

次世代の事業と経営者の誕生と成長、永遠のベンチャースピードを手に入れるための仕組み「CROOZ永久進化構

想」を活用し、より多くの起業家を育成し、『SHOPLIST.com by CROOZ』（以下、SHOPLIST事業）を軸に、ショッ

ピングやゲームなどのエンターテイメント領域を中心に、常に時代の変化に合わせて幅広くインターネットサービ

スを展開してまいります。

　グループの主軸事業であるEC事業の国内BtoCのEC（消費者向け電子商取引）市場は2021年に20.7兆円に達してお

り（注１）、また今後さらに拡大し、2025年度には27.9兆円に達する見込みといわれております（注２）。

　また、その中でもSHOPLISTのおかれるアパレルEC（BtoC）市場は、2021年に約2.4兆円に到達しており、前年か

ら約2,076億円拡大しております。近年販売の主戦場が実店舗からECに移行する大局の流れが見られていたとこ

ろ、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う巣ごもり消費の影響でその流れが加速しましたが、2021年は消費者の間

で徐々に外出機会が回復したにも関わらず、その市場規模が引き続き増加しております（注１）。

　当該成長市場においてSHOPLIST事業は、低価格で良質なファストファッション商材の取扱いに特化し、また会員

属性も20-30代を中心とした女性という特異なポジショニングを確立し、2012年７月の立ち上げから10年目を迎え

た前連結会計年度の取扱高は230億円となりました。

　SHOPLIST事業においては、今後の更なる拡大を目指し、社長直下のプロジェクトとして、プロジェクトオーナー

に社長と同等の権限を付与し、オーナー自ら課題が起きた背景や理由を深堀り、様々な事実データをもとに解決策

を講じる重要プロジェクト制度を進行させております。重要プロジェクトをもとに、効果的な広告プロモーション

投資、SHOPLISTに来ていただいた人に魅力的でニーズに合った商品の拡充、探しやすさや購入前と後のギャップを

ゼロにするべくサイトのユーザビリティ向上、配送効率の徹底的な見直しを含めた物流インフラの強化等のコスト

改善や業務効率の改善および組織体制の整備に注力してきましたが、取扱高を再度成長軌道に乗せていくための施

策により注力してまいります。

　また、新規性の高い事業にも積極的に取り組んでおり、今後の第二・第三の事業の柱として期待できる事業を生

み出すべくチャレンジを継続してまいります。

　以上の結果として、経営上の目標を判断するための客観的な指標等である連結取扱高は22,974,574千円（前年同

四半期比8.3％減）となりました。

　当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高10,921,373千円（前年同四半期比7.9％減）、営業利益509,380

千円（前年同四半期比32.1％減）、経常利益567,300千円（前年同四半期比24.5％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益216,474千円（前年同四半期比38.2％減）となりました。

（注１）2022年8月22日経済産業省「令和３年度デジタル取引環境整備事業（電子商取引に関する市場調査）報

告書」を基に記載しております。

（注２）株式会社野村総合研究所「ITナビゲーター2021年版」を基に記載しております。
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　セグメントごとの経営成績の状況を示すと次のとおりであります。

　なお、前第４四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

①　EC事業

　売上高は6,117,819千円（前年同四半期比23.0％減）、セグメント利益は24,269千円（前年同四半期比96.3％

減）となりました。

②　ゲーム事業

　売上高は1,837,820千円（前年同四半期比8.7％増）、セグメント利益は41,716千円（前年同四半期はセグメン

ト損失472,883千円）となりました。

③　インターネット広告・メディア事業

　売上高は1,407,077千円（前年同四半期比36.4％増）、セグメント利益は633,287千円（前年同四半期比29.2％

増）となりました。

④　その他事業

　売上高は1,558,655千円（前年同四半期比30.8％増）、セグメント損失は189,893千円（前年同四半期はセグメ

ント利益78,306千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金の増加597,038千円及び売掛金の増加751,264千

円などにより、26,327,624千円（前連結会計年度末比1,240,852千円の増加）となりました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、買掛金の増加442,931千円、長期借入金の増加244,523千円及び

未払金の増加116,526千円などにより、16,547,201千円（前連結会計年度末比1,111,135千円の増加）となりまし

た。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、非支配株主持分の減少91,609千円などがあった一方で、親会

社株主に帰属する四半期純利益の計上216,474千円などにより、9,780,423千円（前連結会計年度末比129,717千

円の増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループを取り巻く事業環境の変化は大きく、新規性の高い事業や新たなビジネスにも積極的に取り組んで

いることから、当社グループの業績の見通しについて、適正かつ合理的な数値の算出が困難であるため、業績予想

の開示を見合わせます。

今後の当社グループの事業環境や事業進捗の動向を踏まえ、合理的な算定が可能と判断した場合には、速やかに

開示いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,765,772 14,362,811

売掛金 3,006,889 3,758,153

その他 788,299 742,478

流動資産合計 17,560,961 18,863,442

固定資産

有形固定資産 807,846 712,698

無形固定資産

ソフトウエア 263,344 339,090

その他 142,606 9,742

無形固定資産合計 405,950 348,832

投資その他の資産

投資有価証券 4,947,889 4,887,862

その他 1,235,586 1,401,276

投資その他の資産合計 6,183,476 6,289,138

固定資産合計 7,397,274 7,350,669

繰延資産

社債発行費 128,535 113,512

繰延資産合計 128,535 113,512

資産合計 25,086,771 26,327,624

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

クルーズ株式会社(2138)　2023年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,039,064 2,481,995

未払金 1,371,332 1,487,858

未払費用 487,981 461,973

未払法人税等 146,025 168,286

その他 1,129,447 1,347,048

流動負債合計 5,173,850 5,947,163

固定負債

社債 10,000,000 10,000,000

長期借入金 255,291 499,814

繰延税金負債 5,887 36,105

その他 1,037 64,118

固定負債合計 10,262,215 10,600,037

負債合計 15,436,065 16,547,201

純資産の部

株主資本

資本金 460,163 460,163

資本剰余金 1,363,694 1,413,903

利益剰余金 10,182,340 10,399,054

自己株式 △2,661,624 △2,661,697

株主資本合計 9,344,573 9,611,424

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 37,349 △4,760

為替換算調整勘定 1,195 △2,294

その他の包括利益累計額合計 38,544 △7,054

新株予約権 9,482 9,558

非支配株主持分 258,104 166,495

純資産合計 9,650,705 9,780,423

負債純資産合計 25,086,771 26,327,624
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 11,859,155 10,921,373

売上原価 6,552,431 6,011,780

売上総利益 5,306,724 4,909,592

販売費及び一般管理費 4,556,264 4,400,212

営業利益 750,459 509,380

営業外収益

受取利息 29,815 65,384

為替差益 － 6,816

投資事業組合運用益 44,902 13,452

その他 18,812 24,757

営業外収益合計 93,530 110,411

営業外費用

支払利息 37,903 21,049

社債発行費償却 15,023 15,023

持分法による投資損失 25,150 10,128

その他 14,638 6,288

営業外費用合計 92,716 52,491

経常利益 751,274 567,300

特別利益

新株予約権戻入益 5,402 14

事業譲渡益 － 26,034

関係会社株式売却益 129,173 12

受取和解金 51,581 566

固定資産売却益 － 345

その他 36,347 10

特別利益合計 222,504 26,983

特別損失

固定資産除却損 556 2,516

減損損失 76,828 4,720

事務所移転費用 31,835 4,561

事業譲渡損 65,868 1,337

貸倒損失 29,371 －

その他 32,462 8,404

特別損失合計 236,923 21,539

税金等調整前四半期純利益 736,855 572,745

法人税、住民税及び事業税 370,129 381,746

法人税等調整額 1,563 △16,075

法人税等合計 371,693 365,671

四半期純利益 365,161 207,074

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
14,661 △9,400

親会社株主に帰属する四半期純利益 350,500 216,474

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 365,161 207,074

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 185,801 △42,109

為替換算調整勘定 △1,001 △3,490

その他の包括利益合計 184,800 △45,599

四半期包括利益 549,962 161,474

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 535,300 170,874

非支配株主に係る四半期包括利益 14,661 △9,400

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

社名 CROOZ Blockchain Lab株式会社

代表者 代表取締役　古瀬 祥一

所在地 東京都渋谷区恵比寿四丁目３番14号 恵比寿SSビル

事業内容
FINTECH分野の企画・コンサルティングサービスおよびNFTゲームの企

画・運用サービス

取引の種類 インターネット広告に関連する受託業務等

2023年３月期

第３四半期累計期間

営業利益の実績

主要取引会社からの受託業務の当子会社における

営業利益（2022年４月１日～2022年12月31日）
514百万円

当社連結営業利益（2022年4月1日～2022年12月31

日）
509百万円

（重要な後発事象）

（重要な契約の終了）

　当社の連結子会社であるCROOZ Blockchain Lab株式会社（以下、「当子会社」）の主要取引会社１社（以下、

「主要取引会社」）との取引が、2023年２月２日をもって終了いたしました。

１．契約終了に至った経緯

　当子会社と主要取引会社の間で締結している、FINTECH分野におけるインターネット広告・キャンペーン

全般の提案・制作・運用業務に関する業務委託契約の契約期間満了に伴い、2023年２月２日をもって取引が

終了となりました。なお、当該取引は、インターネット広告・メディア事業セグメントに含まれておりま

す。

２．当子会社の概要

３．当子会社と主要取引会社の取引の内容

４．今後の見通し

当該取引につきましてはプロフィットシェアモデルであり、毎月一定の利益が出るようなビジネスモデル

ではないため、影響額の算出は困難であり、今後の見通しにつきましては算出しておりません。
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